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　締結下地に　　　　　　　、曲げ方向の荷重が掛からない状態で接続して下さい。
　専用ビット・推奨工具以外の工具では、ネジ頭部のリセスとビットの係合トラブルを招く場合が有ります。
　　　　　　　　　を必ず使用して下さい。　　　　　　　　　を必ず使用して下さい。△注
△注
△注

　
△注
△注　鉄下地に下穴を明ける場合は、参考ドリル径を基に　　　　　　を必ず使用して下さい。
　コンクリート用以外　　を別工具で　　　しての使用は最大引張強度の保証はできません｡
△注 各々の締結ネジ(２本)は、　　に締め付けて使用して下さい。

△注　　　　　雄ネジに傷や付着物、錆び等のまま接続しないで下さい。

△　木質、部位、樹齢、水分含有率、ねじ込み深さにより　　が異なりますので配慮して使用して下さい。注

△注　劣化したＡＬＣ板または締め過ぎの場合は強度低下または使用出来ない場合があります。

但し、工具に過分な推力を加えると、回転にブレーキを掛け穴明け・ネジ立ての能率低下を招きます。
木下地､コンクリート、押出成形セメント板の場合：１０Kgf～２０Kgf

推力

推奨回転数：毎分1,300～1,700　コンクリート用毎分500～1,700　ＡＬＣ板用毎分500以下

注△

　く異なります。

　安全率は２.０を目安にして下さい。許容荷重の定めは致し兼ねます。施工状態の良し悪しで記載した△
　最大引張強度は大きな差が生じますので、十分配慮して下さい。　　　　　　　　　は施工状態で著し
注

コードレスドライバドリル
ＨiＫＯＫＩ(旧日立工機)
ＤＳ１８ＤＢＬ２

０～１,８００回転
１８Ｖ

充電式ドライバドリル
マキタ
ＤＦ４８４Ｄ
１８Ｖ
０～２,０００回転

テクス用ドライバ

Ｗ８Ｖ
１００Ｖ
７００～１,７００回転

ＨiＫＯＫＩ(旧日立工機)

(回転専用のスクリュードライバです、下記は2020.03現在を基にしてます)

△注

推奨工具

△注　インパクトレンチ・インパクトドライバでは、正常な穴加工とネジ立が行えませんので使用しないで

　　　　　　　　　　　　回転専用スクリュードライバ(14.4V以上の機種)で毎分1,300～1,700回転、コン
　クリート用は(18V以上の機種)で毎分500～1,700回転、ＡＬＣ用はクラッチ付き毎分500回転以下です。

　下さい。

㎜t=品　　 番 適応壁厚(㎜) 下地厚(㎜) 最大引張強度Ｎ(kgf) 参考ドリル径

ＡＴＡ－１２０
ＡＬＣ板

ＡＬＣ板
ＡＴＡ－９０

ＡＴＷ－１１０
木下地

木下地
ＡＴＷ－７５

ＡＴＳ－４５
鋼下地

ＡＴＥ－４５
押出成形セメント板

１０

４６

１１

鉄最大１３.０

鉄１.６～３.２

コンクリート６０以上

木６０以上

ＡＬＣ板１５０ｍｍ

φ５.０～φ５.１

φ５.３～φ５.４

４,８０５(４９０)
埋め込み深さ:117㎜  圧縮強度3.92N/㎜

３,９２３(４００)
埋め込み深さ:87㎜   圧縮強度3.92N/㎜

2

2

  　　　　　　      圧縮強度33.4N/㎜
2

埋め込み深さ:37㎜   下穴径φ5.5     

８,８２６(９００)

　３.２t－１１,５００(１,１７２)

　１.６t－　５,８００   (５９１)
　２.３t－１０,５００(１,０７０)

埋め込み深さ:60㎜   　　　　　　　　

７,８４５(８００)

　６.０t－１２,２５８(１,２５０)

鉄下地の場合：２０Kgf～２５Kgf　　ＡＬＣ板の場合：５Kgf～１０Kgf

鋼下地
ＡＴＳ－３０

ＡＴＣ－４０
コンクリート

５,３９４(５５０)
押出成形セメント板６０㎜以上

ＡＬＣ板１００ｍｍ

　　　　　　で下地

に締結して下さい。

　　　　　　　　編の足場工事実務マニュアルに準じて、十分な安全率を考慮して施工を行って下さい。

　　　　　　直角にねじ込み

　付属の専用ビット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回転専用工具
　　　　　　　　　　下穴　　　　　穴明け
　　　　　　　　　　　　　均等

　壁つなぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強度

　(社)仮設工業会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引張強度と圧縮強度

　下穴を開けて下さい。
＊中空部は探れ無いので、必ず

ＡＷＳタイプ

　推奨工具以外の場合は、


